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(57)【要約】
　油相、水性相、界面活性剤及び毛の制限活性剤を含んだマイクロエマルション。マイク
ロエマルションは、支持体中に浸透し又は支持体上に堆積するために適切である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下を含むマイクロエマルション：
　油相、
　水性相、
　界面活性剤、及び
　毛の制限活性剤。
【請求項２】
　油相が、ポリシロキサン、シリコーン、鉱油及びエッセンシャルオイルから選択される
少なくとも1つの油を含む、請求項１に記載のマイクロエマルション。
【請求項３】
　界面活性剤が、非イオン性界面活性剤である、請求項１又は２に記載のマイクロエマル
ション。
【請求項４】
　界面活性剤が、脂肪酸のトリグリセリドのポリエチレングリコール誘導体を含む、請求
項３に記載のマイクロエマルション。
【請求項５】
　更に共界面活性剤を含む、請求項１から４のいずれか１項に記載のマイクロエマルショ
ン。
【請求項６】
　共界面活性剤が、脂肪酸エステル及び／又はポリグリセロールである、請求項５に記載
のマイクロエマルション。
【請求項７】
　共界面活性剤がトリグリセリルジイソステアレートである、請求項６に記載のマイクロ
エマルション。
【請求項８】
　脱毛活性剤が、グリセロールモノチオグリコレート、N-アセチル-L-システイン、シス
テアミンカリウムチオグリコレート及びボーマンバークインヒビターの１以上から選択さ
れる、請求項１から７のいずれか１項に記載のマイクロエマルション。
【請求項９】
　油相が、マイクロエマルションの30から90質量％を構成する、請求項１から８のいずれ
か１項に記載のマイクロエマルション。
【請求項１０】
　5から40質量％の水を含む、請求項１から９のいずれか１項に記載のマイクロエマルシ
ョン。
【請求項１１】
　1から30質量％の界面活性剤を含む、請求項１から１０のいずれか１項に記載のマイク
ロエマルション。
【請求項１２】
　付加的にグリコールエーテルを含む、請求項１から１１のいずれか１項に記載のマイク
ロエマルション。
【請求項１３】
　分散した相の液滴が、200nmより小さいサイズである、請求項１から１２のいずれか１
項に記載のマイクロエマルション。
【請求項１４】
　更に、少なくとも一つの皮膚の増強活性剤を含む、請求項１から１３のいずれか１項に
記載のマイクロエマルション。
【請求項１５】
　皮膚の増強活性剤が、アルファヒドロキシ酸（AHA）、例えばサリチル酸、グリコール
酸、乳酸、リンゴ酸、クエン酸、酒石酸、トリクロロ酢酸又はポリヒドロキシ酸（PHA）
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、例えばグルコナラクトンである、請求項１４に記載のマイクロエマルション。
【請求項１６】
　皮膚の増強活性剤が、組成物の質量により0.1から2.0の範囲の量で存在する、請求項１
４又は１６に記載のマイクロエマルション。
【請求項１７】
　以下を含む、シェービング器具で使用するための複合物：
　支持体、
　及び支持体上に堆積した請求項１から１６のいずれか１項に記載のマイクロエマルショ
ン。
【請求項１８】
　マイクロエマルションが支持体中に浸透する、請求項１７に記載の複合物。
【請求項１９】
　支持体が、ポリマー、好ましくはPTFEで形成される、請求項１７又は１８に記載の複合
物。
【請求項２０】
　以下を含むシェービング器具：
　シェービングヘッド、及び
　請求項１７から１９のいずれか１項に記載の複合物であって、シェービング器具を使用
する場合、シェービング器具から少なくともいくらかのマイクロエマルションを放出する
ように構成された前記複合物。
【請求項２１】
　シェービングヘッドが、少なくとも1つの刃を含み、及び複合物が少なくとも１つの刃
に隣接して配置される、請求項２０に記載の器具。
【請求項２２】
　以下を含むシェービング器具：
　シェービングヘッド、及び
　その上に堆積し又はその中に浸透した、脱毛活性剤を含んだマイクロエマルションを有
する支持体部材。
【請求項２３】
　支持体が、PTFE、多孔質の材料、繊維性材料、皮革又はセルロースベースの材料を含む
、請求項２２に記載のシェービング器具。
【請求項２４】
　以下を含むシェービング器具；
　シェービングヘッド、及び
　請求項１から１６のいずれか１項に記載のマイクロエマルションを含む部材であって、
シェービング器具を使用する場合に、シェービング器具から少なくともいくらかのマイク
ロエマルションを放出するように構成された前記部材。
【請求項２５】
　以下の工程を含む、毛の制限方法：
　任意に水の存在下において、請求項１から１６のいずれか1項に記載のマイクロエマル
ションを皮膚上に適用する工程、
　皮膚上の毛を分解するために十分な滞留時間、皮膚上にマイクロエマルションを残す工
程、及び
　マイクロエマルション及び脱毛した毛を皮膚から除去する工程。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、毛の制限活性剤（modification active）を含んだマイクロエマルションに
関する。本発明は、マイクロエマルションを含んだ複合物、及びマイクロエマルションを
含んだシェービング器具にも関する。
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　皮膚の表面から毛を除去する種々の方法が知られる。例えば、毛は、脱毛組成物を用い
て、皮膚から除去しても良い。このような組成物は、典型的に、クリーム又はローション
の形態をとり、及び毛のケラチンを分解できる脱毛活性剤（depilatory active）を含む
。
　他の方法において、毛は、カミソリを用いて、皮膚表面から除去される。典型的なシェ
ービング方法において、カミソリは皮膚の表面を横切って動く；カミソリの刃と接触する
ようになり、皮膚の表面上の毛がカットされる。任意で、シェービングの補助剤、例えば
シェービングクリームを、シェービング前に皮膚に適用して良い。
【０００２】
　シェービングは、毛を除去する効果的な方法を提供するが、カミソリの刃を用いてカッ
トされた毛は、硬くかつ剛毛質の外観及び感触を有する傾向にある。従って、本発明の態
様の目的は、例えばカットした後に、改良した外観及び感触を有する毛を提供するために
使用できる組成物を開発することである。
　本発明の第一の側面により、以下を含むマイクロエマルションが提供される：
油相、
水性相、
界面活性剤、及び
毛の制限活性剤。
【０００３】
　本出願において、用語毛の制限は、脱毛（これにより毛に存在するケラチンを十分に壊
して、その結果毛の除去を達成する）、及び毛の再生の阻害の両方を含み、これにより活
性剤を毛幹又は毛包に適用し、それにより毛の再生を十分に減少させる。毛の制限は、例
えば染色により毛の色を変更させることは含まない。
　毛の制限活性剤は、脱毛活性剤、又は毛の再生を十分に阻害する活性剤であっても良い
（普通は、毛の再生阻害剤又は毛の再生阻害活性剤として知られる）。
　好ましくは、マイクロエマルションは、界面活性剤に加えて共界面活性剤を含む。
　マイクロエマルションを皮膚上に、例えばシェービング後に適用する場合、新たに切断
された毛に作用して、より丸い及び／又は柔らかい外観を毛に提供して良い。
　用語“マイクロエマルション”は、本明細書において、油性の又は水性の中心を有した
液滴又は膨潤したミセルを含んだ液体系を言うために使用する。これら液滴は、典型的に
は、200nmより小さいサイズ、好ましくは150nmより小さいサイズ、より好ましくは100nm
より小さいサイズである。分散相の液滴は、5から90nm、より好ましくは10から80nm、さ
らに好ましくは15から75nm、例えば30から70nmのサイズであって良い。
【０００４】
　いかなる理論によっても拘束されることを望まないが、マイクロエマルションの液滴は
、界面活性剤及び共界面活性剤が交互に並ぶ界面薄膜で取り囲まれると考えられる。油相
と水相の間の界面張力は、系における界面活性剤及び任意の共界面活性剤に起因して、一
般的に低い。典型的には、油相と水性相の間の界面張力は、0.1から50mN/m、好ましくは1
から40mN/m、好ましくは10から30mN/mである。
　本発明のマイクロエマルションは、系中の油、水及び界面活性剤の相対濃度に起因して
、非連続性又は二相連続性（bi-continuous）構造を有して良い。一態様において、マイ
クロエマルションは、不規則に体系化され及び界面薄膜により油相のマイクロエリア（mi
cro-areas）から分離される水性相のマイクロエリアを含む。
　好ましくは、マイクロエマルションは、任意に個々に等方性の液体溶液である。好まし
くは、マイクロエマルションは、熱力学的に安定性である。
【０００５】
　毛の制限活性剤は、マイクロエマルションの油相及び／又は水性相に存在して良い。
　多くの毛の制限活性剤は、脱毛及び毛の再生阻害特性の両方を有するであろうと考えら
れる。毛の制限活性剤の存在する量及び／又は毛の制限組成物におけるpHが、組成物が毛
の再生阻害組成物として機能するか、又は脱毛組成物として機能するかを決定すると考え
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られる。
【０００６】
　従って、毛の制限活性剤を含む場合の組成物は、脱毛組成物又は毛の再生阻害組成物と
して機能して良い。従って、毛の制限活性剤は、硫黄化合物、例えばカリウムチオグリコ
レート、ナトリウムチオグリコレート、アンモニウムチオグリコレート、ジチオエリスリ
トール（dithioetythritol）、チオグリセロール、チオグリコール、チオキサンチン、チ
オサリチル酸（thipsalicylcic acid）、N-アセチル-L-システイン、リポ酸（lipic acid
）、NaHSO3、Li2S、Na2S、K2S、MgS、CaS、SrS、BaS、(NH4)2S、ナトリウムジヒドロリポ
エート6,8-ジチオオクタノエート（sodium dihydrolipoate 6,8-jithiooctanoate）、ナ
トリウム6,8-ジチオオクタノエート、硫化水素の塩（例えばNaSH又はKSH）、チオグリコ
ール酸、チオグリセロール、2-メルカプトプロピオン酸、3-メルカプトプロピオン酸、メ
ルカプトエタノール、ジチオエリスリトール（DTE）、グルタチオン（還元型）、チオリ
ンゴ酸、カルシウムチオグリコレート、グアニジンチオグリコレート、グリセリルモノチ
オグリコレート、モノエタノールアミンチオグリコレート、モノエタノールアミンチオグ
リコール酸、ジアンモニウムジチオジグリコレート、アンモニウムチオラクテート、モノ
エタノールアミンチオラクテート、チオグリコールアミド、ホモ－システイン、システイ
ン、アセチルシステイン、グルタチオン、ジチオスレイトール、ジヒドロリポ酸、1,3-ジ
チオプロパノール、チオグリコールアミド、グリセロールモノチオグリコレート、チオグ
リコールヒドラジン、ケラチナーゼ、ヒドラジンスルフェート、ヒドラジンジサルフェー
トトリイソシアネート、グアニジンチオグリコレート、チオサリチル酸、カルシウムチオ
グリコレート、システアミン、ジレイン（Xyleine）、リポ酸、ナトリウムジヒドロリポ
エート、チオ乳酸、チオプロピオン酸、2チオールヒスチジン（2thiolhistidene）、6メ
ルカプトプリン、ジメルカプトコハク酸、チオフェノール、4-メトキシチオフェノール（
4-mthoxythiophenol）、4ブロモチオフェノール、ベンジルメルカプタン、2メルカプトベ
ンゾチアゾール、ブロムヘキシン、カルボシステイン、ドミオドル、エルドステイン、レ
トステイン、リゾザイム、メシステインハイドロクロライド、メスナ、ソブレロール、ス
テプロニン、チオプロニン、チロキサポール、ノル-ジヒドログアイアレティックアシッ
ド（nor-dihydroguaiaretic acid）（NDGA）、レスベラトロル及び／又はボーマンバーク
インヒビター（BBI-AV）から選択されるが、これらに限定されない。もちろん、１以上の
毛の制限活性剤のブレンドを使用して良いことが想定される。
【０００７】
　好ましい毛の制限活性剤は、チオグリコレート又はその前駆体チオグリコール酸；グリ
セロールモノチオグリコレート、システアミン、アセチルシステイン（N-アセチル-L-シ
ステイン）及びDBI-AVである。適切なチオグリコレートの例は、チオグリコール酸と中和
源の水酸化カリウムを混合することにより調製できる、カリウムチオグリコレートである
。
　好ましい毛の制限活性剤は、チオグリコレート又はその前駆体チオグリコール酸；グリ
セロールモノチオグリコレート、システアミン及びアセチルシステイン（N-アセチル-L-
システイン）である。最も好ましくは、毛の制限活性剤は、アセチルシステイン（N-アセ
チル-L-システイン）及び／又はシステアミンである。
　マイクロエマルションは、0.01から10質量％、好ましくは0.05から5質量％、より好ま
しくは0.1から2質量％の毛の制限活性剤を含んで良い。一態様において、0.3から1質量％
の毛の制限活性剤が存在する。
【０００８】
　好ましくは、組成物は、少なくとも一つの皮膚の強化活性剤（skin enhancing active
）を含む。皮膚の強化活性剤は、好ましくは、典型的にスキンケア製品で使用される化合
物である。このような薬剤は、しわ、ざ瘡瘢痕（acne scarring）、数の増えた毛の十分
な削減（substantially reduce in-growing hair）、及び／又は化学的な皮膚の剥離（ch
emically exfoliating the skin）を低下させて良い。
少なくとも一つの皮膚の強化活性剤は、好ましくは化学的な剥離活性剤、例えばアルファ
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ヒドロキシ酸（AHA）、例えばサリチル酸、グリコール酸、乳酸、リンゴ酸、クエン酸、
酒石酸、トリクロロ酢酸、又はポリヒドロキシ酸（PHA）、例えばグルコナラクトン（glu
conalactone）である。
　化学的な剥離活性剤は、典型的には、組成物の0.05から3.0質量％、好ましくは組成物
の0.1から2.0質量％、例えば0.5から1.5質量％の範囲の量で存在する。
【０００９】
　マイクロエマルションの油相は、マイクロエマルションの30から90質量％、好ましくは
50から80質量％、より好ましくは55から70質量％の量で油を含んで良い。
　適切な油は、ポリシロキサン、シリコーン、鉱油及びエッセンシャルオイルを含む。こ
れら油の2以上の混合物を使用して良い。
　好ましくは、油相はポリシロキサンを含む。適切なポリシロキサンの例は、第四（diqu
aternary）ポリジメチルシロキサン、シクロヘキサシロキサン及び／又はシクロメチコン
を含む。好ましい態様において、第四ポリジメチルシロキサンを、シクロヘキサシロキサ
ン及び／又はシクロメチコンの少なくとも一つと組み合わせて使用する。マイクロエマル
ションの一例において、20から40質量％の第四ポリジメチルシロキサン及び20から40質量
％のシクロヘキサシロキサン及び／又はシクロメチコン。
　本発明のマイクロエマルションは、界面活性剤を含む。界面活性剤は、1から30質量％
、好ましくは2から20質量％、例えば5から10質量％の量で存在して良い。いかなる適切な
界面活性剤も適用して良い。例えば、界面活性剤は、非イオン性、アニオン性、カチオン
性又は両性の界面活性剤であって良い。しかしながら、好ましくは、界面活性剤は非イオ
ン性である。適切な界面活性剤の例は、非イオン性エステル界面活性剤、例えばグリセリ
ルエステル及びこれらの誘導体を含む。
【００１０】
　好ましくは、界面活性剤は、ポリグリコール化した（polyglycolised）グリセリドであ
る。ポリグリコール化したグリセリドは、マイクロエマルションの、1から30質量％、好
ましくは2から20質量％、より好ましくは5から10質量％、例えば6から8質量％の量で存在
して良い。ポリグリコール化したグリセリドは、8から20炭素原子、例えば8から10炭素原
子を有して良い。一態様において、界面活性剤はカプリン酸又はカプリル酸のトリグリセ
リドのポリエチレングリコール誘導体である。好ましい態様において、PEG-8カプリン／
カプリルグリセリドを使用する。この界面活性剤は、マイクロエマルションの6から8質量
％の量で存在して良い。
　マイクロエマルションは、好ましくは、共界面活性剤を含む。共界面活性剤は、好まし
くは、界面活性剤とは異なる。共界面活性剤は、1から30質量％、好ましくは2から20質量
％、より好ましくは5から10質量％、さらにより好ましくは6から8質量％の量で存在して
良い。いかなる適切な共界面活性剤も適用して良い。例えば、界面活性剤は、非イオン性
、アニオン性、カチオン性又は両性の界面活性剤であって良い。しかしながら、好ましく
は共界面活性剤は、非イオン性である。一態様において、非イオン性エステル界面活性剤
が使用される。アルコール界面活性剤も適切であろう。
【００１１】
　好ましい態様において、共界面活性剤は、脂肪酸エステル及び／又はポリグリセロール
である。適切な界面活性剤の例は、トリグリセリルジイソステアレートである。トリグリ
セリルジイソステアレートは、マイクロエマルションの6から8質量％の量で存在して良い
。
　界面活性剤及び共界面活性剤がマイクロエマルション中に存在する場合、界面活性剤と
共界面活性剤のマイクロエマルション中における割合は、0.05:1から10:1、好ましくは0.
2:1から5:1、より好ましくは0.5:1から4:1であってよい。一態様において、界面活性剤と
共界面活性剤は、1:1の割合で存在する。
　マイクロエマルションは、共界面活性剤の有効性を向上させる添加剤を含んでも良い。
このような添加剤の例は、グリコールエーテルを含む。4から20炭素原子、好ましくは4か
ら12炭素原子、例えば6から8炭素原子を有するグリコールエーテルを適用して良い。好ま
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しい態様において、2-(2-エトキシエトキシ)エタノールを使用する。このような添加剤は
、マイクロエマルションの1から20質量％、好ましくは2から15質量％、例えば6から10質
量％の量で存在して良い。
【００１２】
　任意で、マイクロエマルションは、ケラチンの分解反応を促進し得る促進剤、例えばウ
レア、チオウレア、ジメチル、イソソルビド（DMI）、エトキシジグリコール（Transcuto
l）又はメチルプロピルジオール（MPジオール）を含む。好ましくは、促進剤はウレアで
ある。本発明によるマイクロエマルションは、好ましくは、マイクロエマルションの質量
に対して5から15質量％、より好ましくは6から10質量％の促進剤を含む。
　マイクロエマルションは、香料を含んでも良い。香料は、0.01から5質量％、好ましく
は0.1から2質量％、例えば0.7質量％の量で存在して良い。
　マイクロエマルションは、任意で染料を含んでも良い。染料は、固形の脱毛組成物の、
0.001から5質量％、例えば0.001から1質量％の量で存在して良い。
　マイクロエマルションは、任意で皮膚のコンディショニング活性剤を含んでも良い。こ
のような活性剤は、マイクロエマルションの0.01から10質量％の量で存在して良い。好ま
しくは、皮膚のコンディショニング活性剤は、0.01から5質量％、例えば0.1から1質量％
の量で存在する。皮膚のコンディショニング活性剤は、シリコーン又はポリシロキサンで
あっても良い。
【００１３】
　マイクロエマルションは、任意で、ビタミン、例えばビタミンEを含んで良い。ビタミ
ンは、マイクロエマルションの0.01から10質量％の量で存在して良い。好ましくは、ビタ
ミンは、0.01から5質量％、例えば0.1から1質量％の量で存在する。
　マイクロエマルションは、防腐剤も含んで良い。防腐剤は、0.01から5質量％、例えば0
.1から1質量％の量で存在して良い。
　上記のように、油相は、マイクロエマルションの30から90質量％、好ましくは50から80
質量％、より好ましくは55から70質量％を形成して良い。水は、マイクロエマルションの
5から40質量％、好ましくは10から30質量％、より好ましくは15から20質量％を形成して
良い。
　油相と水性相のマイクロエマルションにおける割合は、0.5:1から20:1、好ましくは2:1
から6:1、より好ましくは4:1から5:1であってよい。
　マイクロエマルションのｐHは、好ましくは、4から13、さらに好ましくは5から10、例
えば5.5から8.5の範囲にある。
【００１４】
　本発明は、さらに、以下の工程を含む、毛の制限方法を提供する：
　任意に水の存在下において、本発明の第一の側面のマイクロエマルションを皮膚上に適
用する工程、
　皮膚上の毛を制限するために十分な滞留時間、皮膚上にマイクロエマルションを残す工
程、及び
　マイクロエマルション及び脱毛した毛を皮膚から除去する工程。
　好ましくは、滞留時間は、15分より短く、より好ましくは10分以下、さらにより好まし
くは8分以下である。好ましくは、滞留時間は、少なくとも0.5秒、より好ましくは少なく
とも1秒、さらにより好ましくは少なくとも5秒である。
　マイクロエマルションを、いかなる方法、例えばスポンジ、スパッチュラー又はスクレ
ーパー道具を用いて、皮膚から除去して良い。マイクロエマルションを、すすぎにより除
去しても良い。
【００１５】
　本発明のマイクロエマルションは、シェービング補助剤として使用してよい。例えば、
本発明のマイクロエマルションを、シェービングの前、又は好ましくはシェービング後に
、皮膚の表面に対して適用して良い。マイクロエマルションを、濡らした又は乾燥した皮
膚に適用して良い。
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　皮膚上にマイクロエマルションを適用することで、例えばシェービング後に、マイクロ
エマルションが新たにカットされた毛に作用して、より丸い及び／又は柔らかい外観を毛
に提供して良い。
　マイクロエマルションを、カミソリのシェービングヘッド中又はシェービングヘッドに
隣接して格納して、及びシェービングヘッドが例えば皮膚表面に接触した場合に、少なく
とも部分的に放出しても良い。
【００１６】
　本発明のさらなる側面により、シェービング器具における使用のための複合物を提供し
、複合物は以下を含む：
　支持体、及び
　支持体上に堆積した又は浸透した本発明のマイクロエマルション。
　負荷した支持体が皮膚と接触する場合、これは、少なくともいくらかの堆積したマイク
ロエマルションを、皮膚表面に放出する。
　複合物は、例えばカミソリのヘッドに隣接して、シェービング器具と連結して良い。好
ましい態様において、複合物をシェービングヘッドの1以上の刃に隣接して配置する。複
合物は、シェービング器具の潤滑ストリップを形成して良い。この方法において、シェー
ビング器具を使用する場合、マイクロエマルションを放出して良い。
　好ましくは、マイクロエマルションは、支持体中に浸透する。支持体を新たに負荷する
場合、マイクロエマルションと支持体の質量割合は、10:1から1:20、好ましくは2:1から1
:5、例えば1:1から1:4であってよい。
【００１７】
　支持体は、いかなる適切な材料で形成して良い。好ましくは、支持体は、少なくとも一
部をポリマーで形成する。適切なポリマーは、PTFEを含む。一態様において、支持体は、
例えばポリマーのコーティングを含む。適切なコーティングは、PTFEで形成したコーティ
ングを含む。
　しかしながら、支持体が、マイクロエマルションがその上に堆積し又はその中に浸透す
ることを許容する、いかなる適切な材料も含まれるであろうことが想定される。従って、
支持体は、多孔質の材料（例えば合成又は天然のスポンジ）、繊維性材料（合成又は天然
）、皮革（例えば、セーム革）又はセルロースベースの材料を含むであろう。
　支持体は、任意で染料を含んで良い。
【００１８】
　本発明のさらなる側面により、以下を含むシェービング器具が提供される：
　シェービングヘッド、その上に堆積し又はその中に浸透した、脱毛活性剤を含んだマイ
クロエマルションを有する支持体部材。
　マイクロエマルションは、好ましくは、本発明の第一の側面によるマイクロエマルショ
ンである。
　本発明のさらなる側面により、以下を含むシェービング器具が提供される：
　その上に配置された本発明の複合物を有するシェービングヘッドであって、前記複合物
がシェービング器具を使用する場合にシェービング器具から少なくともいくらかのマイク
ロエマルションを放出するために構成されたシェービングヘッド。
　シェービングヘッドは、典型的には1以上の刃を含み、複合物を1以上の刃に隣接して配
置する。
　シェービングヘッドを、好ましくは、カミソリのハンドルに接続し、又は取り外し可能
なように（remoably）取り付ける。
【００１９】
　本発明のさらなる側面により、以下を含むシェービング器具を提供する：
　シェービングヘッド、及び
　本発明のマイクロエマルションを含む手段であって、シェービング器具を使用する場合
、シェービング器具から少なくともいくらかのマイクロエマルションを放出するするため
に構成された前記手段。
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　以下の実施例は、本発明を更に説明する。
【００２０】
実施例１
　マイクロエマルションを以下の成分から調製した。
【００２１】
【表１】

【００２２】
　3％N-アセチル-1-システイン蒸留水溶液を調製した。次いで、成分(i)から(vi)を、順
番に室温で共に混合した。次いで、N-アセチル-1-システイン溶液を混合物に添加して、
マイクロエマルションを形成した。十分なN-アセチル-1-システイン溶液を添加して、マ
イクロエマルション中のN-アセチル-1-システインの濃度が、0.52%N-アセチル-1-システ
インであることを確実にした。マイクロエマルション中の蒸留水の濃度は、16.73%であっ
た。
　マイクロエマルションを使用して、PTFE（テフロン（登録商標））支持体に浸透させた
。支持体を、マイクロエマルションで24時間浸漬した。次いで、浸漬させた支持体を、接
着剤を用いてカミソリと結合した。
【００２３】
実施例２
マイクロエマルションを、以下の成分から調製した：
【００２４】

【表２】

【００２５】
　3％N-アセチル-1-システイン蒸留水溶液を調製した；サリチル酸をNACと同じ溶液で調
製する。次いで、成分(i)から(vi)を、順番に室温で共に混合した。次いで、N-アセチル-
1-システイン及びサリチル酸の溶液を混合物に添加して、マイクロエマルションを形成し
た。十分なN-アセチル-1-システイン溶液を添加して、マイクロエマルション中のN-アセ
チル-1-システインの濃度が、0.52%N-アセチル-1-システインであることを確実にした。
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　マイクロエマルションを使用して、PTFE（テフロン（登録商標））支持体に浸透させた
。支持体を、マイクロエマルションで24時間浸漬した。次いで、浸漬させた支持体を、接
着剤を用いてカミソリと結合した。
【００２６】
実施例３
　マイクロエマルションを以下の成分から調製した：
【００２７】
【表３】

【００２８】
　3％N-アセチル-1-システイン蒸留水溶液を調製した。次いで、成分(i)から(vi)を、順
番に室温で共に混合した。次いで、N-アセチル-1-システイン溶液を混合物に添加して、
マイクロエマルションを形成した。十分なN-アセチル-1-システイン溶液を添加して、マ
イクロエマルション中のN-アセチル-1-システインの濃度が、0.52%N-アセチル-1-システ
インであることを確実にした。マイクロエマルション中の蒸留水の濃度は、16.73%であっ
た。それは既に溶液であるため、グリコール酸を直接マイクロエマルションに添加した。
　マイクロエマルションを使用して、PTFE（テフロン（登録商標））支持体に浸透させた
。支持体を、マイクロエマルションで24時間浸漬した。次いで、浸漬させた支持体を、接
着剤を用いてカミソリと結合した。
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